
フ ィリピンNationalInstituteofScience&Technology

における ColomboPlanExpertのとしての勤務･報告

高 橋 雄

フィリピンの NationalInstituteofScience&

Technology(NIST と略記する)に consultantと

して1カ年勤務して昭和37年7月帰任した｡

この研究所は戦前の Bureau ofScienceがその

破壊跡に再組,その名も現行に改め発足したものであ

る｡

NSDB

戦後フィリピン政府の方針として科学振興,国内産

業開発推進を強力に打出している｡しかし,昭和32年

比国の輸出入総額10億 ドルのうち,入超3億 7千 ドル

に遷した結果,貿易制限を強化し,完成品の輸入はや

むを得ぬ物の他は極力これを抑えることにし,国内産

業の発展を策した｡昭和33年科学条令を以て,Nation･

alScienceDevelopmentBoard(NSDBと略称)

を発足させているoNSDBは日本の科学技術庁と学術

会議を併せた様な性格を持ち,長官は国務大臣の資格

で,任期6年,政変その他で脅威をうけることなく任

務を遂行できる様に条令で保証されている｡民間業

罪,教育界代表をも含め,科学関係各部門の代表者か

らなる ｢ScienceCabinet｣と称するメンバーが組織

され,科学振興,教育推進,工業発展の実を挙げよう

としている｡NIST もこの NSDBの管理下に属し,

IndustrialResearchCenter,Biological氏.C.,

Food& NutritionR.C.に分かれ,昭和35年7月こ

れらCenterに加えて,MedicalResearchCenter

が創設された｡筆者は,比島産薬用植物の医薬資源-

の利用を目的として開設されたばかりのこの Center

に赴任し,Centerの整備の相談,併せて研究指導,

更に実際に2,3の植物成分の抽出,分離,精製を行

なった｡

フィリピンの気候と植物

フィリピンの平均気温は27oCと云われているが最

高が360最低が230,12月から2月までが炎暑をさける

好李,暑李は3月中旬から6月末まででこの間に各学

校は暑中休暇に入り浅,官庁も半日出勤になり,大統領

他政界幹部はルソン島北部の高原ヴァギオに移り,政

務を執る｡6月末から10月末までルソン,ミンドロ,

パラワン,パナィ,ネグロスの諸島の縦割西半分が雨

季に入り,これ等諸島の東半分およびミンダナオ島の

大部分は年中多少の降雨がある｡フィリピン全土を併

せて約7千の島が数えられ,年中多雨多照の地域もあ

り,熱帯植物の種類,量に恵まれている｡同じく熱帯

に属していても雨量,気温,高度の相異によって植物

の分布に差のあることは当然で,全フィリピンで学名

その他考証ずみの植物は1万余種ある｡これらは大体

ルソン島を中心に調査究明されているので,南部諸島

は調査不充分と推測される｡地衣類他下等植物は全土

に亙って未調査と考えられる｡調査ずみの植物のうち

有用植物として挙げられているのほ約8百種,材木用,

払維原料植物,果樹,香料植物,薬用植物が包合され

る｡これらの植物について戦後改版或は刊行された書

物で Brown博士著 UsefulPlantsofthePhilip-

pinesがあるが薬効については触れていない｡学名,

英名,土名,生育地,形態学的説明,薬効他の用途,用

法等を詳しく記載した書物に国立博物館長 Quisum-

bing博士の MedicinalPlantsofthePhilippines

の好著がある｡本書記載の植物のうち科別で最も多い

のがマメ科の約80種,キク科の50種, トウダイグサ科

の30種等である｡薬効別では,利尿,解熱,赤痢,収

飲,下剤などの用途を記してあるのがそれぞれ200余

程,駆虫,通経,胃用が 150種,鎮痛緩和,或は催堰

の効を記しているのが80種ある｡これらは同一植物で

あっても使用部位によって2種以上の薬効或は用途の

あるのほ勿論である｡

※最近の便 りによると学較関係の休暇は稲作の田植の関係そ

の他で暑季休暇を少しづつ遅らせて,3年後には7月,8

月の2カ月にすることに決定の由である.
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製薬事業と薬学教育

1913年米糠からビタミン B1の抽出工場がフィリピ

ンに設立され,これに AlambuloProductslnc.お

よび SantosOcampolnc.の2社が加わって家庭薬

の製造を開始したのがフィリピンの製薬事業の濫簾,

ついでガレヌス剤の製造を FarmaciadeSamFer-

nandoが開始し,これらの発足は世界的にみても早か

ったわけであるが,その後西欧で起った化学療法剤の

発展の結果,これらの製剤が輸入され医療事情は改善

されたが,折角の芽生えの製薬事業は壊滅した｡1950

年 フィリピン政府の採った外貨制限,輸入抑制の結

果,完成品の輸入が難かしくなり,医薬品工業もその

緒につきはじめた｡1957年の集計によると,年産の最

高は600万ペソ (当時の換算で7億2千万円)の抗生

物質剤,次に6億円のビタミン剤,1億 7千万円のサ

ルファ剤の順で半完成原料から製造,製剤化されてい

るものが多い｡

製薬工場は大半がマニラ市内外に莱中,45社のうち

資本金1千2百万円以上が22社,工場人員百人以上が僅

かに5社,全額フィリピン資本の工場は1社のみで,

他は大半が米国系技術ならびにプラントを導入し,資

本も含めて合弁の形式である｡

薬学教育をしている大学はマニラ市に5校,その他

に1校,定員は近年急激に増員され,1962年度卒業者

数は約2700名である｡医科大学はマニラ市に6校,そ

の他に4校,卒業生は薬学の2倍,いずれも国家試験が

課せられる｡試験は,仲々厳重で合格率55%と云われ

ている｡小学校4年,中学校2年,高校4年を経て各

大学に入学するが,大学は理科方面は5年制 (農科大

学のみは4年),医学は予科4年,本科7年を卒える｡

薬剤師試験を合格した人達の勤務場所は,最も多いの

が生産工場,次に ドラッグス トア,病院薬局,教師 (中

･高校)の順で研究所が最も少ない｡フィリピンでは

国立大学は唯一つ,フィリピン大学だけであるが,ス

ペイン統治以来の伝統を有するサントトーマス大学他

私学が仲々有力で,設備その他教育についても優れて

いるといわれる｡薬学については日本と異なり米国式

である｡製剤学,調剤等に重点特徴がみられ,その実習

用器械類がフィリピン大学の CollegeofPharmacy

には充実が看取される｡

コロンボプラン

わたくしの出張はコロンボプランによる｡京都大学

の許しを得,コロンボプラン主管省の外務省,更に任

務内容が医薬資源に関するものであったので,厚生省

が人選に当たり,文部教官であるため,筆者の推薦書

は3省を経て,フィリピン政府に届いた次第である｡

コロンボプランは正式には ｢南および南東アジアの

共同経済開発のためのコロンボ計画｣と呼ばれる｡こ

れは,南および南東アジア諸国の経済開発を促進し,

この地域の生活水準を向上させることを目的とする共

同計画である｡1950年 1月,セイロンのコロンボで開

かれた英連邦外相会議の決議に基づき,上記目的を国

際的な協力の下に推進するため,各国の関係閣僚から

なる協議委員会を設置することとした｡第 1回の会議

は1950年 5月シドニーで開催され,域内の英連邦諸国

が1951年 7月に始まる経済開発6カ年計画を作成する

ことになり,1951年7月 1日に6カ年計画の形で発足

し,加盟国はセイロン, インド, マラヤ,北ボルネ

オ,パキスタン,サラワク,シンガポール,オース ト

ラリア,カナダ,ニュージーランド,英国であり,莱

連邦国に限られていたわけである｡その後仏印3国,

ネパール,ビルマ,インドネシア,タイ,フィl)ピン

が順次参加,この間に地域外の米国および日本も正式

に加盟,年限も最初の6カ年に続き,4年更に5年間

の延長が決議され,現在のところは1966年6月までと

いうことになっている｡

本計画の機構および運営については,その基礎とな

る憲_章および規約が何等明文の形では存在しないのが

特徴であり,ユネスコその他の例でみられる様な,超

国家的な機構或は運営がなされているのではなく,ま

た他の多くの経済開発国際機関の様に,その機関の資

金を自己の判断に基づいて事業の実施に関与すること

でもなく,被援助国と援助国の2国間の援助協力を集

積したものにすぎなくて,慣行として年 1回年次会合

を開催はするが,過去1年間の地域内の経済開発の進

捗状況および域外諸国による援助実施状況を検討し,

開発諸問題につき率直な意見の交換,年次報告の作成

等を実施するにとどまり,実際の域内諸国の開発計画

および関連する援助計画個々については,何等の決定

および勧告を行なうものでもないとされている｡

現在までに実施された運営の実態の主なものを内容

大別して挙げると,

A.国家開発計画の準備およびその実施全般に亘る協

議

闘

ー
L
L
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B.穀類の贈与による食糧不足の緩和

C.原料資材の供給

D.計画内の主要事業遂行のための資金面による協力

E.専門家派遣による技術の提供

F.技術研修員の指導

G.実習および訓練を目的とする設備の提供

以上のうち日本としてはB,C項に関する以外につ

いては大いに実績をあげている様であり,筆者はE項

に属して出張したものであるが,MedicalResearch

Centerの職員約30名の殆んどが米国系の教育をうけ

た薬剤師であり,この指導と研究協力には1年では短

かきにすぎたものと考えている｡

以下帰任に際して NIST所長に提出した報告書を

原文のまま次に記す｡

AccomplishmerLtSandActivitiesofDr.AIitsuo

Takahashi,ColomboPl弧 Experton P18rLt

Chemistry,htheMedicalRe馳arChCerLter,
NIST

(FromJuly24,1961toJuly20,1962)

I.TrainingofthestaffoftheMedicinal

PlantsUnit.

Conducted and supervised the research

workonlocalmedicinalplantsofthemembers

oftheunit.Gave emphasis on different

methodsofextractionofplantcomponents

anddemonstratedthetechniquesinthevari-

Ousphasesofexperimentalanalyses.

II.Advisoryservicetosomepersonnelofthe

AntibioticsUnit.

Suggestedmethodsofpurificationandcrys-

tallizationofplantextractsfoundtohave

antibiotic andanticancerproperties.Gave

detailsofthemethodswhenconsultedand

solvedproblemsencounteredbytheresearch-

erS.

ⅠⅠⅠ.Preparedlistofchemicals,apparatus,and

booksneededintheprojectsundertaken.

About60% ofthechemicalsrequisitioned

bytheconsultantwerereceivedafter6mon･

thsaridtherestafteralapseofllmonths.

Thebooksandapparatusorderedhavenot

beenreceived.Inlieu ofthisdeficiency,

improvisedapparatusweredesignedbythe

experttoservethepurposeandusedavai1-

ablechemicalsinstead.

ⅠV.Conductedlecturestothestaffofthe

MRConthefollowingsubjects:

1.hvestigationofmedicinalplants.

2.Purificationofsolids.

3.Flavonoids.

4.Essentialoils.

5.Glycosidesandsaponins.

6.Diterpenesandtriterpenes.

7.Determinationofvariouscomponentsof

plants.

8.Alkaloids.

Ⅴ.Heldseminarwith NIST personneland

some pharmacy faculty members of the

UniversityofthePhilippinesandthePhilip･

plneWomen'sUniversityinattendance･

Discussiondealtonconiferglycosides.

DocumentaryfilmsonJapaneseindustrial-

izationwaspresentedaftertheseminar･

ⅤⅠ.procurementofscientificbooksandequip･

ment:

Consultantmadepossibletheacquisition

ofthefollowingbooksandequipmentfrom

theJapaneseGovernment.

1.ThelnfraredSpectraofComplexMote一

culesbyL∫.Bellamy.

2.TablesofPercentageCompositionofOr-

ganicCompoundsbyG.Gysel･

3.KonstitutionundVorkommenderOrgan･

ischenPflanzenstoffebyW.Karrer

4.YanagimotoMicro MeltingPointMeas-

uringInstrumentModelMP-SI

Consultant'spersonaldonationsare:

1.OrganicChemistrybyFieserandFieser,

1950.

2.AnalysisofPlantComponentsbyPaper

ChromatographyandPaperElectrophoresis･

3.Some reprintsofconsultant'sresearch

papersonJapaneseMedicinalPlants.
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4.AnnualIndexoftheReportsonPlant

Chemistry1958.

5.ShimadzuCatalogueforElementaryMicro

DeterminationApparatus.

ⅤⅠⅠ.Technicalconsultations:

1.Analysis ofallethrinpresentin Lion

BrandMosquitorepellent.

2.Identification ofJapanese plants like

(Kudzu).PuerarialobataOhiand(Makimo)

AegagropilasauteriNees.

3.Quantitativedeterminationofanthraquin･

onesfromlocalplants.

4.DeterminationofconstituentsofGliricidia

Seplum.

ⅤⅠⅠⅠ.Attendedsymposia,conventions,confer･

encesandseminars:

1.AsianLaborEducationconvention (UNE

SCO).

2.Science& TechnologyWeekSymposium

(NSDB).

3.AnnualConvention of the Philippine

AssociationfortheAdvancementofScience.

4.RizalCentennialInternationalCongress.

5.ConventionofthePhilippineAcademyof

GeneralPractitioners.

6.AnnualConventionoftheChemicalSoci.

etyofthePhilippines.

7.ConventionoftheSpecialLibrariesand

BibliographicalSocietyofthePhilippines.

8.ConferencesofNSDBconsllltants.

9.MonthlyseminarsoftheNIST.

ⅠⅩ.SurveyedpotentialitiesofPhilippineme･

dicinalplantsintilefollowlngareas:

1.Lo§Bati°s,Laguna

2.Tanza,Cavite

3.TagaytayCity

4.BaguioCity

5.Novaliches,QuesonCity

X.Visits:

Observedlaboratoryfacilitiesinthefollow･

inguniversities:

1.UniversityofSantoTomas

2.ManilaCentralUniversity

3.UniversityofthePhilipplneS

4.PhilippineWomen'sUniversity

5.FEATIUniversity

VisitedthefollowingPharmaceuticalfirms:

1.Parke,Davis&Co.

2.UnitedLaboratories

3.PfizerLaboratories
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